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1 2013（平成25年）

国　税／ 給与所得者の扶養控除等申告書の提出 
 本年最初の給与支払日の前日

国　税／ 報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出
 1月31日

国　税／ 源泉徴収票の交付、提出 1月31日
国　税／ 12月分源泉所得税の納付 1月10日

（納期の特例を受けている事業所の7～12月
分は1月21日）

国　税／ 11月決算法人の確定申告 
（法人税・消費税等） 1月31日

国　税／ 5月決算法人の中間申告 1月31日
国　税／ 2月、5月、8月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 1月31日
地方税／ 固定資産税の償却資産に関する申告 1月31日
地方税／ 給与支払報告書の提出 1月31日
労　務／ 労働保険料の納付（第3期分） 1月31日

 （労働保険事務組合委託の場合2月14日まで）

　正月はお酒を飲む機会が増え、ビールの飲
酒量も増えそうです。ところで、酒税法でビー
ルは、麦芽、ホップ等が原料のアルコール分
20度未満のものと規定され１kℓにつき22万円
が課税されます。ただし、ビールと同じ発泡
性酒類でも、発泡酒、第3のビールの税率は段
階的に低く、最低では１kℓ8万円です。

ワンポイント ビールと税率

1 月 の 税 務 と 労 務1月 （睦月）JANUARY

1日・元日　14日・成人の日

日 月 火 水 木 金 土
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1月号 ─ 2

　

景
気
の
動
向
が
不
透
明
な
中
、

会
社
の
資
金
繰
り
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
経
営
者
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
　
資
金
繰
り
の
見
直
し

　

資
金
繰
り
の
見
直
し
は
、
経
営
改

善
の
余
地
が
な
い
か
ど
う
か
を
探
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
金
融
機
関

か
ら
の
借
り
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

資
金
繰
り
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
要
因

を
探
し
出
し
、
日
々
の
工
夫
や
交
渉

で
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

①　

資
金
繰
り
表
の
作
成

　
　

収
入
と
支
出
を
一
覧
に
し
て
収

支
の
過
不
足
が
分
か
る
表
を
作
成

し
ま
す
。
資
金
繰
り
表
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
資
金
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

最
低
で
も
三
ヶ
月
先
の
資
金
予

測
を
立
て
る
た
め
、
毎
月
必
ず
資

金
繰
り
表
を
作
成
し
、
頭
の
中
で

三
ヶ
月
先
ま
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の

流
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
上
で

経
営
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
資
金
繰
り
表
に
は
将
来

予
測
の
欄
の
ほ
か
に
過
去
の
実
績

の
欄
を
設
け
る
と
、
予
測
と
実
績

の
対
比
が
で
き
ま
す
。
毎
月
必
ず

結
果
を
検
証
す
る
ク
セ
を
つ
け
る

と
、
毎
月
の
資
金
予
測
が
正
確
な

も
の
で
あ
っ
た
か
検
証
で
き
る
の

と
同
時
に
、
資
金
予
測
の
正
確
性

を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　
　

つ
ま
り
、
計
画
→
結
果
→
原
因

→
分
析
→
対
策
→
計
画
と
い
っ
た

サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
財
務
面
で
の
リ
ス
ク
を
減

ら
し
、
安
定
し
た
経
営
体
制
の
基

盤
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②　

資
金
シ
ョ
ー
ト
時
期
の
把
握

　
　

資
金
繰
り
表
に
よ
っ
て
近
い
将

来
の
資
金
が
回
る
か
ど
う
か
、
又

は
い
つ
資
金
シ
ョ
ー
ト
が
起
こ
り

そ
う
な
の
か
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、

そ
の
対
応
を
考
え
ま
す
。

③　

資
金
繰
り
の
工
夫

　
　

日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

資
金
繰
り
を
楽
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

・
手
形
の
金
額
は
小
額
に
分
け
て

振
り
出
し
て
も
ら
う

　
　

→
状
況
に
応
じ
て
現
金
化
で
き

ま
す

　

・
取
引
先
へ
の
支
払
期
日
を
延
ば

す

　
　

→
資
金
の
余
裕
が
で
き
ま
す

　

・
売
掛
金
の
回
収
を
早
め
る

　
　

→
資
金
の
余
裕
が
で
き
ま
す

　

・
棚
卸
し
を
定
期
的
に
行
い
在
庫

状
況
を
把
握
す
る

　
　

→
無
駄
な
仕
入
が
減
り
回
転
率

が
上
が
り
ま
す

　

・
固
定
費
を
見
直
す
（
家
賃
の
値

下
げ
・
リ
ー
ス
物
件
の
再
リ
ー

ス
）

　
　

→
固
定
費
が
下
が
り
ま
す

　

ま
た
、
売
掛
金
の
管
理
を
徹
底
す

る
、
無
理
な
設
備
投
資
は
し
な
い
、

「
現
金
の
収
支
」
と
「
事
業
の
損
益
」

を
別
に
考
え
る
こ
と
な
ど
も
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
　
緊
急
時
の
対
処
法

〜
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜

　

資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
き
た
と
き

に
通
常
の
処
理
を
し
て
い
て
は
、
資

金
シ
ョ
ー
ト
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま

1

2

結
果

計画

対
策

原
因

分
析

〜
資
金
繰
り
の
見
直
し
〜



3 ─ 1月号

す
。
そ
の
と
き
は
、
事
業
を
継
続
す

る
の
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
支
払

い
の
優
先
順
位
を
決
め
た
緊
急
の
資

金
繰
り
を
検
討
し
ま
す
。

　

手
形
支
払
の
決
済
、
取
引
先
へ
の

支
払
い
、
従
業
員
へ
の
給
与
の
支
払

い
な
ど
を
優
先
的
に
行
い
、
金
融
機

関
へ
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
支
払
い

延
長
の
た
め
の
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
債

務
の
返
済
条
件
の
変
更
）
を
検
討
し

ま
す
。

　

資
金
繰
り
が
ど
う
し
て
も
厳
し
い

状
況
に
陥
っ
た
場
合
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
行
い
、
年
間
の
返
済
額
と
借

入
返
済
能
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
無
理
し

て
支
払
わ
ず
に
思
い
切
っ
て
支
払
い

を
止
め
て
し
ま
う
と
い
う
方
法
で
す
。

金
融
機
関
に
は
、
毎
月
の
元
金
返
済

を
半
年
程
度
猶
予
し
て
も
ら
う
よ
う

に
調
整
を
依
頼
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

緊
急
時
の
支
払
い
の
優
先
順
位
を
考

慮
し
た
や
む
を
得
な
い
行
為
と
い
え

ま
す
。

　

支
払
猶
予
を
獲
得
す
れ
ば
、
新
規

に
資
金
調
達
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う

な
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
資
金
に

余
裕
が
で
き
、
経
営
は
か
な
り
改
善

し
ま
す
。
心
理
的
重
圧
も
減
り
ま
す

の
で
、考
え
も
前
向
き
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
に
、
ど
う
し
た
ら
売
り
上
げ

が
ア
ッ
プ
す
る
の
か
、
不
採
算
部
門

を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
と
い

っ
た
、
利
益
に
結
び
つ
く
経
営
改
善

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
渉
は
、
次

の
よ
う
な
手
続
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
融
資
先
が
今
後
も
支
払
い
を
続

け
る
意
志
が
あ
り
、
融
資
し
た
金
額

を
回
収
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

金
融
機
関
が
判
断
す
れ
ば
、
リ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
応
諾
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
返
済
可
能
な
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
応
諾
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
前
向
き
」
な

計
画
書
も
必
要
で
す
。
経
費
の
節
減

や
利
益
を
生
み
出
す
体
質
作
り
な
ど
、

会
社
の
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す
経
営

改
善
計
画
書
を
添
付
し
ま
し
ょ
う
。

単
に
、「
経
営
が
苦
し
い
の
で
返
済

を
猶
予
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い

す
る
よ
り
、
改
善
計
画
書
が
あ
っ
た

ほ
う
が
、
金
融
機
関
も
稟
議
を
通
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
断
ら
れ
て

も
簡
単
に
引
き
下
が
ら
ず
、
粘
り
強

く
交
渉
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
金

融
機
関
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料

請
求
に
は
早
急
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

〈
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
手
順
〉

⑴　

必
要
書
類
の
作
成

　
　

返
済
条
件
変
更
依
頼
書
・
事
業

計
画
書
（
経
営
改
善
計
画
書
）・

資
金
繰
り
表

⑵　

金
融
機
関
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト

　
　

メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
原
則
と
し
て
取
引
が
あ
る
全

金
融
機
関
が
対
象
と
な
り
ま
す

⑶　

金
融
機
関
と
の
交
渉

　
　

状
況
の
説
明
・
計
画
書
等
の
説

明
⑷　

金
融
機
関
の
審
査

　
　

二
週
間
程
度
を
想
定
、
金
融
機

関
か
ら
の
融
資
条
件
を
そ
の
ま
ま

飲
ま
な
い
（
交
渉
の
余
地
が
あ
り

ま
す
）

⑸　

開
始
日
の
確
定

　
　

開
始
後
も
定
期
的
に
達
成
度
の

審
査
が
あ
り
ま
す

　
　
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
策

〜
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
〜

　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
策
と

し
て
は
、
景
気
対
応
緊
急
保
証
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
と

は
、
業
況
の
悪
化
し
て
い
る
業
種
を

指
定
し
、
そ
の
業
種
に
属
す
る
事
業

を
行
う
中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
経

営
の
安
定
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
区
町
村
長
の
認
定

を
受
け
た
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、

信
用
保
証
協
会
が
一
般
保
証
と
は
別

枠
で
借
入
額
の
一
〇
〇
％
を
、
保
証

率
概
ね
一
％
以
下
で
保
証
す
る
制
度

で
す
。

　

認
定
基
準
は
、
指
定
業
種
に
属
す

る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

①　

最
近
三
か
月
間
の
月
平
均
売
上

高
等
が
前
年
同
期
比
五
％
以
上
減

少
の
中
小
企
業
者
。

②　

製
品
等
原
価
の
う
ち
二
〇
％
を

占
め
る
原
油
等
の
仕
入
価
格
が

二
〇
％
以
上
上
昇
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
製
品
等
価
格
に
転
嫁

で
き
て
い
な
い
中
小
企
業
者
。

③　

円
高
の
影
響
に
よ
っ
て
、
原
則

と
し
て
最
近
一
か
月
の
売
上
高
等

が
前
年
同
月
比
で
一
〇
％
以
上
減

少
し
、
か
つ
、
そ
の
後
二
か
月
を

含
む
三
か
月
間
の
月
平
均
売
上
高

等
が
前
年
同
期
比
で
十
％
以
上
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
小

企
業
者
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　国土交通省では３年に１回、建設業の実態
調査を行っていますが、平成23年度の実態
調査結果がまとまりましたので紹介します。
　調査は建設業の許可を受けている約50万
社のうち1万2千社の個人・法人を抽出して
行いました（有効回収数7,294社）。
　なお、建設業を①土木（土木工事が完成
工事高の8割以上を占める）、②建築（土木
工事が2割未満のもので建築工事が木造建
築工事よりも多い）、③木造建築（土木工事
が2割未満のもので木造建築工事が建築工
事よりも多い）、④一般土木建築（これらの
いずれでもない総合工事業）、⑤職別（大工・
とび・左官・板金・塗装・建具工事等）、
⑥設備（電気・管・機械器具設置・絶縁工事）
の６区分に分けて集計をとっています。
　１社当たりの平均完成工事高は3億4,380
万円で、前回（平成20年度調査）に比べ23.5

％減少しています。特に建築が53.3％の減
少と大きく落ち込む一方、一般土木建築は
17.2％増と明暗が分かれています。
　１社当たりの平均経常利益額は800万円
で、前回と比較して1.3％増加しました。た
だし、一般土木建築は172.1％、木造建築
は120％、土木は81.5％とそれぞれ大幅に
増加する一方、職別は58.1％、建築は37.6
％、設備は9.9％それぞれ減少しています。
　公共工事受注比率は全体で30.4％となっ
ており、前回と比較して4.6ポイント増加
しています。資本金階層ごとにみると、法
人は全ての階層で増加していますが、個人
は減少しています。
　総工事件数に占める原価割れ工事件数を
みると、全体の66.8％が原価割れ工事を抱
えていますが、前回と比べると1.7ポイン
ト減少しています。ただし、建築のみ増加
しています。
　1社当たりの平均従業者数は14.3人で、
前回の15.7人に比べ減っています。特に建
築では15.9人から11人に減りました。

　「初心忘るべからず」という言葉は、室
町時代に世阿弥が「花鏡」という作品の中
で、能楽を習う時の心構えとして述べた言
葉です。この言葉を「最初に思い立ったこ
とを最後まで貫こう」の意味で捉えている
方も多いようですが、実はそうではありま
せん。
　「初心」とは、「芸を初めたばかりの未熟
な状態」を指しており、『初めて何かをや
ろうと思ったときのまじめな心を忘れては
いけない』という意味になります。
　何かを長くやっていると慣れてきて、初
めのまじめさが薄れ、なまけ心が起きたり、
自分が優れていると思い込み、自分に満足
するようになりやすいですが、そういう気
持ちを戒める意味があるようです。
　初心のまじめさを長く続けるのは難しい
ですが、物事の完成度を高めるためには大
切な心構えではないでしょうか。

　
け
な
げ
に
働
く
癒
し
の
ペ
ッ
ト
…

巣
箱
で
飼
う
ミ
ツ
バ
チ
が
、
家
庭
の

ペ
ッ
ト
と
し
て
不
思
議
な
人
気
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

　「
懸
命
な
姿
に
励
ま
さ
れ
る
」と

い
い
、
う
つ
症
状
が
改
善
し
た
と
い

う
人
も
。

　
奥
さ
ん
を
亡
く
し
う
つ
症
状
が
出

て
い
た
男
性
は
、
四
年
前
に
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
い
始
め
た
と
こ
ろ
、
い
つ
し

か
心
が
ほ
ぐ
れ
、
人
生
の
喜
び
を
再

び
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
使

命
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
姿
が
け
な

げ
。
お
か
げ
で
、
自
分
を
取
り
戻
せ

た
。」と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
六
〇
箱
限
定
で
巣
箱
を
販
売

し
て
い
る
男
性
が
い
る
そ
う
で
す

が
、
い
つ
も
完
売
だ
そ
う
で
す
。

　
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
な
ら
ぬ「
イ

ン
セ
ク
ト（
昆
虫
）セ
ラ
ピ
ー
」の
効

果
に
専
門
家
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

公共工事受注増えるも、厳
しい建設業の実態

初心忘るべからず
イ
ン
セ
ク
ト
（
昆
虫
）
セ
ラ
ピ
ー


